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かごしまの魅力再発見のススメ！ 
共生・協働の地域社会をめざして 
「かごしまブランド」の新たな取り組みがスタートします / 子どもたちを犯罪から守りましょう！ 
情報ボックス / 特産品プレゼント 

かごしまの魅力再発見のススメ！ かごしまの魅力再発見のススメ！ かごしまの魅力再発見のススメ！ 

「かごしまPR基本戦略」を策定しました!

　かごしまの魅力を県外に情報発信するには、まず、県民自身がかごしまの魅力について、正しく知ることが大切です。 
　県民自ら、ふるさとに対する関心を高めて、かごしまの魅力を再発見し体験することで、鹿児島をPRしようという気持ちやおもてなしの心も
醸成されます。 
　県民一人一人が「メディア」として、かごしまの魅力を発信できるようになりたいですね。 

ご存じですか？かごしまの魅力 ご存じですか？かごしまの魅力 

　本県の源泉数は全国２位。でも、県庁所在地別
でみると日本一だ。鹿児島市のほとんどの公衆
浴場に温泉が引いてあり、気軽に温泉を楽しむ
ことができる。 
　私たちにとっては、「当たり前」なことだが、県
外の方には「うらやましい」限り！ 

　本県の農業産出額は、全国２位。なかでも、肉
用牛（黒毛和種）、豚、ブロイラー、さつまいも、そ
らまめなどが日本一の生産量を誇る。　 
　また、県が開発した「さつま地鶏」は、「2005
地鶏・銘柄鶏食味コンテスト」で堂々の最優秀賞
を受賞した日本一の味。まさに、「食の王国」だ。 

　南北600Kmの広大な県土に28の有人離島を
有する鹿児島。離島面積、離島人口は日本一だ。 
　それと、意外に知られていないのが、海岸線の
長さが全国３位であること。 
　鉄砲伝来の地「種子島」はサーフィンのメッカ
としても有名で、サーフィンが縁でＩターンし
てきた人が、ナント300人以上にものぼる！ 

　「かごしま よかとこ100選」（『四季の旅』『浪漫の旅』）好評発売中。 
　県民の皆さんに、身近にある観光資源の魅力に気づいてもらい、実際に足を運んでもらうために作成した観光情報誌です。 
　身近にあるこんな“よかとこ”、知らなかった“よかとこ”、改めて気づく“よかとこ”を集めて紹介しています。 
　かごしまの魅力を再発見する旅へ出かけてみませんか？ 
　※今後、『躍動の旅』『海道の旅』『食彩の旅』を順次発行予定です。 

さあ、あなたも、かごしまの魅力を再発見！ 

かごしま 温泉王国 かごしま 食の王国 かごしま 離島・海洋王国 

　平成23年春には、九州新幹線鹿児島ルートが全線開業し、鹿児島・福岡間が１時間20分で結ばれることとなります。また、これにあわ
せて、鹿児島・新大阪間の直通運転も検討されていることから、北部九州や中国・関西圏などから、多くの方々に鹿児島を訪れていただ
く機会が増えることが期待されています。 
　このような中、県では、国内外に向けた本県のイメージアップを図り、観光客の誘致や県産品の販売促進などを進めるための、おおむ
ね今後５年間のPR活動の指針として、「かごしまPR基本戦略」を取りまとめました。これをもとに、知事トップセールスやパブリシティ
の効果的な活用などにより、かごしまの魅力を積極的にPRすることとしています。 

※ 

※パブリシティ：マスコミなどに対して 
　積極的に情報公開するなどして、報道 
　されるよう働きかけること。 

与論町　百合ヶ浜 与論町　百合ヶ浜 

※「かごしま よかとこ100選」「かごしまPR基本戦略」の内容は、県ホームページに掲載しています。 



県警あんしんメールに登録を!
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共生・協働の地域社会をめざして 共生・協働の地域社会をめざして 共生・協働の地域社会をめざして 

これまでは公共サービスのほとんどを行政が提供 

●少子高齢化・人口 
　減少 

新しい仕組みづくりが必要な理由は？ 

行政に頼らない全住民参加型の地域づくり 

　住民の共同作業で
工面した自主財源を
活用し、子どもや高
齢者の支援にあてて
います。 

自助・互助・公助の仕組みとは？ 
　自 助 ・自分でできることは自分でやる 
　  ↓ 
　互 助 ・１人１人が皆のために、皆は本当に困っている 
  １人のために 
     ↓   
　公 助 ・自助、互助でできないところを行政が提供 

ふるさと鹿児島の可能性 
　鹿児島には「結い」に象徴される健全な地域社会や、郷
中教育など、共生・協働の地域社会の下地があります。 
　●自治公民館数…全国１位 
　●子供会加入率…全国トップレベル 
　●ボランティア活動年間行動者率…全国３位 
　●NPO法人数…着実に増加 

※「自助、互助、公助」とは、苦しい藩政を立て直した米沢
藩主上杉鷹山（1751～1822）による考え方ですが、現在
でも意義のある考え方です。 

行政と団体が連携した安心安全なまちづくり 

　市民ボランティア
組織が生活スタイル
に合わせた日常的・
継続的な巡回を行政・
警察との連携を図り
ながら行っています。 

行政だけでは手の届かない地域の課題解決に取 
り組むＮＰＯ法人 鹿屋市柳谷町内会 南さつま市安心 

パトロール隊 地域サポートよしの 
ねぎぼうず（鹿児島市） 
　学童保育施設の開
設や在宅家事の支援
など、地域の課題解
決に取り組んでいま
す。 

●国・地方の厳しい 
　財政状況 

●家族形態の変化や地域 
　の機能の弱まり 

芽生えつつある共生・協働の取り組み 

県の取り組み 

■地域や市町村では 
　個人や行政では対応が難しい暮らしの問題や、地域で困っている課題に市民団体や自治会が積極的に取り組む事例が増えています。また、こ
うした取り組みを市町村が支援する動きも増えています。 

■「共生・協働の農村づくり運動」の推進 
　「人と自然と地域が支え合う　みんなで創る農村社会」を目
指して、推進体制の整備や広報・啓発活動をはじめ、農村集落
内外の多様な主体が連携したむらづくりを推進します。 

■地域ケア体制の整備 
　高齢者が、元気なときも体調の悪いときも先々の不安なく、
尊厳を持って安心して暮らしていけるよう行政・民間・住民が
連携しながら、地域全体で支えられる仕組みづくりを進めます。 

■地域の自治会やＮＰＯ法人などの活動支援 
　地域の自治会やＮＰＯ法人などが行う共生・協働につなが
るモデル事業への助成などを行い、活動を支援することによ
り共生・協働の地域社会づくりを進めています。 

■県の事業を協働化 
　県が行う事業に、民間からの企画提案や協働の手法を取り
入れて、協働化を進めています。 

■市町村の取り組みを促進 
　市町村への情報提供や助言などにより、各地域に密着した
共生・協働の地域社会づくりを進めています。 

共生・協働センターの紹介 
　地域の自治会、ボラン
ティア団体、NPO法人
などの活動支援の拠点
としてご利用ください。
オープン２年目となり、
さらに充実した施設を
目指しています。 
 

●社会貢献活動に関する情報収集、
情報交換の場 

●NPO法人の設立などに関する
相談の場 

●ミーティング、印刷製本など
作業の場 

●協働に関する相談、意見交換
などの場 

全てを行政だけで提供するのは限界に 
●みんなで助け合って従来地域社会が持っていた力を再生。 
●地域に住む住民、NPO法人、ボランティア、企業などと連携し
て社会的なセイフティネットを。 

官民協働で公共サービスを提供する仕組み 
が必要 
●住民は、公共サービスの受益者であると同時に、サービスの
提供者ともなる。 

●自助・互助・公助のシステムを改めて作り直すこと。 

　戦後の高度経済成長の過程で、我が国の地域社会が持っていた生活共同体としての機
能は、その大部分が行政によって、代替されています。 

　県では、21世紀の新しい地方自治の姿（行政の仕組み）として、行政だけでなく、地域の自治
会、ボランティア、NPO法人、企業など、地域社会を構成するさまざまな団体やグループがと
もに協力し、支え合う、共生・協働の地域社会づくりを進めています。 

21世紀の新しい行政の仕組みづくり 

＜住所＞  鹿児島市山下町14-50（かごしま県民交流センター１階） 
＜電話＞  099（221）6613 
＜ホームページ＞　http://www3.kagoshima-pac.jp/ 
　NPO法人などが行うイベントやボランティア募集の情報を 
　掲載したり、検索して閲覧したりできます。 

～助け合い、支え合う「結い」の精神で～ 

打ち合わせのようす 

印刷製本室 

〈問い合わせ先〉 全般的、総括的なことは 県庁市町村課共生・協働推進室 1099（286）2241 
 「共生・協働の農村づくり運動」については 県庁農村振興課 1099（286）3105 
 地域ケア体制の整備については 県庁介護保険課 1099（286）2694

む　ら 

む　ら 



　子どもに対する「声かけ等事案」は、一歩間違うと誘拐や連れ去り、性犯罪
や殺人などの凶悪犯罪に発展してしまうおそれがあります。 
　大切な子どもたちを犯罪からまもるため「いかのおすし」で危険を回避す
ることを教えてください。 

　県では「鹿児島県犯罪のない安全で安心なまちづくり条例」に基づき、子ど
もの安全を守るため「学校」、「通学路」などでの防犯指針を策定しました。 
　子どもの安全を守る取り組みをみんなで実施していきましょう。 

　学校や通学路では、地域のボランティアによるスクールガードが、児童の
登下校のパトロールや警備を行ったり、警察官OBによるスクールガードリ
ーダーが学校の安全体制の評価やスクールガードに対する指導をしたりす
ることにより、学校の安全体制の確立を目指しています。 

○子どもの安全を守るための防犯指針 

○地域ぐるみで子どもの安全を守りましょう！ 

○子どもへの安全教育の充実  
○不審者の侵入防止（門扉の施錠） 
○警報・通報装置などの整備  
○安全確保の校内体制の整備 
　（教職員等の巡回、危機管理マニュア 
　 ルの作成） 

学校 
などでは 

○学校、保護者、地域、関係団体などと 
　の連携（あいさつ・見守り活動など）
○見通しの確保（死角へのミラー設置 
　など）  
○「子ども110番の家」など緊急避難 
　場所の設置 

通学路 
などでは 

　今年、県内において刑法犯で検挙補導された少年は、５月末現在、433人。
このうち307人が、万引きなどの窃盗犯で、中・高校生が主流となっています。 
　特に夏休み中は、開放感などから少年非行が増加の傾向にありますので 
　● 子どもと積極的に会話する 
　● 子どもの持ち物・服装・行動に注意する 
　● 子どもの変化（サイン）に早く気づくように努める 
などして非行防止に心掛けましょう。 

○夏期における少年非行の防止 県警あんしんメールに登録を!県警あんしんメールに登録を!

〈問い合わせ先〉 
　県庁生活・文化課 1099（286）2523 
　県教育庁保健体育課 1099（286）5323 
　県警察本部 1099（206）0110

〈問い合わせ先〉  農産園芸課 1099（286）3177

子どもたちを犯罪から守りましょう！ 
　「防犯意識を持つ」。それだけでも犯罪被害から身を守ることは可能です。日ごろから防犯について家族で話をする機会をつくり、子どもの話に耳
を傾けてみてください。 

○「いかのおすし」を存じですか？ 

これまでのかごしまブランド 

＜この他にも＞ 
　県外の消費者にも「鹿児島産」だとわかり
やすく、安心して購入してもらえるように、『か
ごしまブランドの○○○（商品名）』のネー
ミングでの販売などの取り組みも進めます。 

かごしまブランド産地 
　平成19年5月に「屋久島のたんかん」が新たにかごしまブランド 
産地に指定され、かごしまブランドは14品目20産地となりました。 

　県では、品質の良いものを、量をまとめて、安定的に出荷できる競争力の強い産地の育成と流通・販売対策の強化を目的に、
平成元年度から「かごしまブランド」確立運動を展開してきました。  
　最近の「安心・安全」や「おいしさ」など多様化する消費者ニーズに対応するため、平成19年度から新たな運動に取り組むこ
とにしました。 

「かごしまブランド」の新たな取り組みがスタートします 

「おいしさ基準」の導入 

出水の紅甘夏 
出水の実えんどう 出水のそらまめ 

長島地区のばれいしょ 

さつまいちご団地のいちご 

加世田のかぼちゃ 

沖永良部のばれいしょ 
屋久島のたんかん 

種子島のレザーリーフファン 

指宿地区の実えんどう 

指宿地区のそらまめ 

頴娃のさつまいも 

知覧のさつまいも 

なんぐう地区のばれいしょ 

東串良のピーマン 

曽於のメロン 

鹿児島黒牛 

かごしま黒豚 

南さつまのハウスキンカン 

川　地区のハウスキンカン 

登録用アドレス「kp110@123123.tv」へ 
空メールを送信してください。 

※「条例」、「防犯指針」については、県ホームページでご覧になれます。 

声かけ等事案認知件数 
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17人 

60人 
2814人 

5610人 90人 

・形がよい 
・外観（見栄え）がよい 
・安心・安全 

これからのかごしまブランド 
・形がよい 
・外観（見栄え）がよい 
・安心・安全 
新たに 

などの基準を設定しました。 

・おいしさ（味がよい） 
・色づき 

果実などの種類により、 
例えば「糖度13度以上、クエ
ン酸（すっぱさ）1.0％以下」
などの品質基準を導入します。 

知事もトップセールスでかごしま 
ブランドをPR
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県政かわら版は、県内全世帯 
配布の県政広報紙です。 

1,733,268 
732,683

－688 
＋181

（平成19年6月1日現在推計） 

この印刷物は、環境に 
優しい大豆油インキを 
使用しています。 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

◎このページに掲載している情報や、さらに詳しい関連情報については、県ホームページ（http://www.pref.kagoshima.jp/）からご覧になれます。 
　※紙面の都合上、紹介できなかったその他の情報についても掲載しています。 
◎携帯サイト「かごしまモバイル県庁」（http://mobile.pref.kagoshima.jp/）もご利用ください。 
　※「かごしまモバイル県庁」へは、上記アドレスを直接入力するか、右のQRコードを読み取る（バーコードリーダー機能のある機種のみ）ことによりアクセスすることができます。 

県政 
　広報 
番組表 

県政 
　広報 
番組表 

サザン 
モーニング 

MBC ミューＦＭ 

毎週日曜日 
7:40～8:00

月曜～金曜 
9:27～9:32

ジョイフル 
かごしま 

KKB KYTMBC

※最新の番組内容は、一定期間、県ホームページから動画でご覧いただけます。 

KTS

毎週土曜日 
11:30～11:45

毎週日曜日 
11:40～11:45

毎週土曜日 
11:15～11:30

毎週土曜日 
17:25～17:30

テ
レ
ビ 

ラ
ジ
オ 

［場所］ 
鹿児島市名山町9-1　鹿児島県産業会館1Ｆ  
1 099（225）6120　FAX 099（223）0755 

［営業時間］ 　　　　　　［定休日］ 
午前９時～午後６時　　　第1・3日曜 

●山形屋 ●南日本銀行 

●鹿児島信用金庫 
　山形屋 
●立体駐車場 
 

県産業 
会　館 

営利を目的とする場合を除き、この広報紙をそのまま読むことが困難な方のために「点字図書」、「拡大写本」、「録音図書」などの読書代替物への媒体変更を行うことは自由です。 

ご意見・ご感想をお聞かせください！ 
鹿児島県庁広報課 

なお、発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。 
いただいた個人情報は、プレゼントの送付以外の目的に 
は利用しません。 

ハガキ 
〒890-8577 
鹿児島市鴨池新町10-1　 

FAX 
099（286）2119 

電子メールアドレス 
h-kikaku@pref.kagoshima.lg.jp

ハガキ・FAX・電子メールとも 
平成19年9月28日（金）必着 締切 

宛先 

〈特産品の問い合わせ先〉 

鹿児島ブランドショップ 

 麦とハーブで育てた放し飼いの
地鶏をじっくり煮込んで黄金のス
ープに仕上げました。保存料、化学
調味料は一切使わず、与論島の天
然塩で味付けし、天然アオサ、パパ
イヤの漬物と、奄美の味をそのま
ま食卓にお届けします。 

（有）新穂花 
鹿児島市本港新町5-4 
1099（219）8670

2人前×5人 

（社）鹿児島県特産品協会 理事長賞 
2006かごしまの新特産品コンクール 

 

 奄美鶏飯 

広 告 

　さまざまな人権問題について、多く
の人々に関心を持っていただき、基本
的人権の尊重とその擁護について正し
い理解と認識を深めることを目的に開
催します。 

【日　　時】 ８月18日（土） 
 午後１時～午後４時30分 
 （開場は午後０時30分） 
【場　　所】 霧島市民会館 
 （霧島市国分中央三丁目８－１） 
【内　　容】 ・木下航志 with ＤＪポッキーライブ＆トーク 
  ・映画「ヘレンケラーを知っていますか」 
 ・舞台挨拶（小林綾子さん） 
 ・人権啓発パネル展・ビデオ上映 
 ・手工芸品販売　　　　　　　　など 

※入場無料ですが、参加者が多数の場合は入場をお断りすること
があります。 

　住民・事業者・まちづく
り団体・行政などが美しい
まちづくりについての意
識を深め、協力し合いなが
ら行動していくためのシ
ンポジウムを開催します。 

【日　　時】 ８月19日（日）　午後１時～午後４時30分 
【場　　所】 かごしま県民交流センター　県民ホール 
【内　　容】 ・基調講演 
 　「美しい都市とデザインするたのしみ」 
 　 東京大学教授　西村幸夫さん 
 ・パネルディスカッション 
 　「50年後の鹿児島の都市はこうなる！」 

※入場料は無料で、どなたでも自由に参加できます。 

【発生しやすい時期】  
 ・風が弱いとき 
 ・気温が高いとき（おおむね20℃以上） 
 ・日差しが強いとき 
 （県内では、春季や秋季に濃度が高くなります） 
【人体への影響】 
 ・目がチカチカしたり、のどに刺激を感じる 
【注意報が発令されたら】（今まで県内で発令されたことはありません） 
 ・マスコミの報道に注意する。 
 ・屋外での過激な運動、自動車の使用や外出などを控える。 
 ・目やのどに刺激を感じた場合は、水道水などで洗眼・うがいを 
 　する（最寄りの県保健所や市役所などに届け出てください）。 

※県では、一定の基準に達した場合は注意報を発令し、市町村役場やマスコ
ミなどを通じて速やかに県民の皆さんにお知らせすることにしています。 

【日　　時】 ９月28日（金）～30日（日）　午前10時～午後４時 
【場　　所】 「マリンポートかごしま」内特設会場 
 （鹿児島市中央港新町） 

鹿児島県職員を募集します 

「マリンポートかごしま」の 
供用開始記念イベントを開催します 

「じんけんフェスタ2007イン霧島」 
を開催します 

　錦江湾岸の魅力たっぷりの場所を
まわるスタンプラリーです。 
　訪れたラリーポイントのスタンプ
をビンゴブックに押して、完成した
ビンゴの数が多いほど賞品が当たり
やすくなります。 

【期　　間】  
 10月31日（水）まで 
【ビンゴブックの置いてある場所】  
  ・各ラリーポイント 
 （県ホームページでご確認ください） 
  ・錦江湾岸の市町役場 
 ・県庁（１階県政広報パンフレットコーナー、７階事務局） 
 ※ビンゴブックでは、来年１月から始まる大河ドラマ「天璋院
篤姫」ゆかりの地を特集で紹介しています。 
　篤姫の生きた時代を感じてみませんか？ 

「2007錦江湾BINGO！スタンプラリー」 
開催中！ 

かごしま都市デザインシンポジウムを 
開催します 

　光化学オキシダントは、窒素酸化物
などが紫外線による光化学反応で生
成される酸化物質（オゾン）です。その
濃度が濃くなり、白いモヤがかかった
現象を光化学スモッグといいます。 

問い合 
わせ先 
問い合 
わせ先 

「マリンポートかごしま」供用開始記念事業 
実行委員会事務局（県庁港湾空港課内）　 
1099（286）3639

問い合 
わせ先 
問い合 
わせ先 

錦江湾みらい総合戦略推進協議会事務局 
（県庁地域政策課内）　 
1099（286）2424

問い合 
わせ先 
問い合 
わせ先 

県庁人権同和対策課　1099（286）2574 問い合 
わせ先 
問い合 
わせ先 

県庁環境管理課　1099（286）2627

問い合 
わせ先 
問い合 
わせ先 

県人事委員会事務局総務課　 
1099（286）3893・3894

問い合 
わせ先 
問い合 
わせ先 

県庁都市計画課　1099（286）3680

中級　教育事務 
初級　一般事務、警察事務 
８月６日（月）～８月22日（水） 
※インターネットによる受験申込は、 
８月６日（月）～８月20日（月） 
９月23日（日） 
鹿児島市 
受験資格、申込書の配布場所など詳しいことにつ
いては、県ホームページをご覧いただくか、下記ま
でお問い合わせください。 

【試験の種類】 
 
【受 付 期 間】 
 
 
【試　験　日】 
【試　験　地】 
【そ　の　他】 

インターネットで受験申込ができます。 

光化学オキシダント・ 
光化学スモッグってなに？ 

　錦江湾や桜島の雄
大な景観をいかした
鹿児島港の新しいウ
ォーターフロント空
間、「マリンポートか
ごしま」がオープン
します。 
　大型観光客船を迎
え記念式典を行うほ
か、海や港に親しみ、楽しめる記念イベント「マリンポートかごし
まオープニングフェスタ」を開催します。 
　たくさんの方々のご来場をお待ちしております。 


